
 

 

2025 年度八戸学院大学 

就職先に関するアンケート 

集計結果報告 

（卒業生回答） 

 

 

 

 

 
調査期間：2025 年 7 月 15 日～8 月 20 日 

調査対象：2023 年度卒業生 

調査方法：地域経営学科、人間健康学科、看護学科・別科助産専攻の 2023 年度卒業生へアンケート依

頼文を送付し、Google フォームでの回答を得た。 

回答数：地域経営学科・人間健康学科 116 名依頼⇒7 名回答(回答率 6％) 

看護学科・別科助産専攻 65 名依頼⇒3 名回答(回答率 5％) 

 



 

■地域経営学科・人間健康学科アンケート結果 

1.回答情報 

（1）回答を得た卒業生の卒業時の就職先業種は下記の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）卒業時の就職先への在籍状況は以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）退職後、転職した方の現在の雇用体系については下記の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２.現在の仕事に対する満足度 

（1）現在の仕事に対する満足は以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在の仕事に対する満足度は、全体として高い水準にある。各項目においても満足度は高く、働きや
すい環境が整っていると評価されている。一方で、入社から 1 年未満で退職するケースも見られるた
め、インターンシップへの参加や企業研究を推進し、入社後のミスマッチを防ぐ取り組みが求められ
る。今後も学生への指導を継続し、より良い定着支援につなげていくこと重要である。 

 

  



 

3.本学の就職支援について 

（1）本学の就職支援についての評価は以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）本学で受講して良かったプログラムについては、以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就職支援については、「充分であった」「ほぼ充分であった」と感じている割合が少ない結果となっ

た。多様な就職支援を用意し、学生が選択できる環境を整えるとともに、一人ひとりに寄り添った支援

の充実を検討していく必要がある。 

※その他内訳：ゼミでの指導 



 

■看護学科対象アンケート結果 

1.回答者情報 

（1）回答を得た卒業生の卒業時の就職先業種は下記の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）卒業時の就職先への在籍状況は以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）退職後、転職した方の現在の雇用体系については下記の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

2.現在の仕事に対する満足度 

（1）現在の仕事に対する満足は以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高い満足度の結果となった。労働環境の改善や福利厚生の充実などが考えられる。今後の就職指導に
おいては、学生が就職先の働きやすさや福利厚生の内容をより具体的に理解できるよう情報提供を行う
ことが重要である。 

  



 

3.本学の就職支援について 

（1）本学の就職支援についての評価は以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）本学で受講して良かったプログラムについては、以下の通りとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


